
(57)【要約】
【課題】基布がカールや斜向を起こすことがなく、表面がフラットで厚み斑がなく、手切
れ性が良好であり、かつ廃棄処理時に地球環境に負荷を与えることのない粘着テープ用基
布を提供する。
【解決手段】強度が２．３ｃＮ／ｄｔｅｘ以下で、糸条の長手方向に５ｍｍ以下の強撚部
を２５～１００個／ｍ有する脂肪族ポリエステルフィラメント捲縮糸Ａを経糸に、強度が
３．０ｃＮ／ｄｔｅｘ以上で強撚部を有しない脂肪族ポリエステルフィラメント捲縮糸Ｂ
を緯糸に用いてなり、経糸密度及び緯糸密度がそれぞれ３０本／２．５４ｃｍ以上である
ことを特徴とする粘着テープ用基布。
【選択図】　　　　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
強 度 が ２ ． ３ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 で 、 糸 条 の 長 手 方 向 に ５ ｍ ｍ 以 下 の 強 撚 部 を ２ ５ ～ １ ０
０ 個 ／ ｍ 有 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ を 経 糸 に 、 強 度 が ３ ． ０ ｃ Ｎ ／
ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で 強 撚 部 を 有 し な い 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ｂ を 緯 糸 に 用 い
て な り 、 経 糸 密 度 及 び 緯 糸 密 度 が そ れ ぞ れ ３ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
【 請 求 項 ２ 】
脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ が 、 強 撚 部 以 外 の 部 分 は 一 部 の フ ィ ラ メ ン ト が
ア ー チ 状 に 捲 回 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
【 請 求 項 ３ 】
捲 縮 糸 Ａ 、 Ｂ を 構 成 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル が ポ リ 乳 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 手 切 れ 性 が よ く 、 製 品 の 寸 法 安 定 性 が 良 好 で あ り 、 か つ 自 然 環 境 下 あ る い は コ
ン ポ ス ト 中 で 分 解 可 能 な 粘 着 テ ー プ 用 基 布 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 粘 着 テ ー プ 用 基 布 と し て 、 経 、 緯 糸 に レ ー ヨ ン ス フ か ら な る 紡 績 糸 を 用 い た の も が
使 わ れ て い た が 、 基 布 に 糸 条 の 太 さ 斑 に 起 因 す る 厚 み 斑 が あ る こ と 、 表 面 が フ ラ ッ ト で な
い こ と 等 の 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 欠 点 を 解 消 す る た め に 、 加 工 す る 上 で 比 較 的 取 り 扱 い の 容 易 な ポ リ エ ス テ ル 、 ナ イ ロ
ン 、 ポ リ エ チ レ ン な ど の 合 成 繊 維 糸 条 を 使 用 し た も の が 多 数 提 案 さ れ て い る 。
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 緯 糸 に 通 常 の 仮 撚 加 工 糸 を 、 低 い 打 ち 込 み 密 度 で 織 成 し た 基 布
が 提 案 さ れ て い る が 、 こ の 基 布 は 、 経 糸 が 仮 撚 加 工 糸 で な い た め 、 仮 撚 加 工 糸 の 持 つ ト ル
ク と 熱 収 縮 特 性 の 違 い に よ っ て 、 織 成 後 に 基 布 が カ ー ル し た り 、 熱 を 受 け た と き に 織 り 目
が 斜 向 す る た め 、 製 品 の 切 り 口 が 汚 く な る 欠 点 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ や 特 許 文 献 ３ で は 、 経 糸 に 交 絡 処 理 さ れ た ポ リ エ ス テ ル マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト あ る い は 変 性 ポ リ エ ス テ ル マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 を 用 い た 基 布 が 提 案 さ れ て い る 。 こ
れ ら の 経 糸 に は 、 交 絡 処 理 に よ っ て 多 数 の ル ー プ が 形 成 さ れ て い る の で 、 フ ィ ル ム と の 接
着 性 が 良 好 と な る 反 面 、 ポ リ エ ス テ ル マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト に 交 絡 処 理 を 施 す の み で は 、 手
切 れ 性 を 良 好 に す る た め に 必 要 な 強 度 低 下 を 十 分 に 与 え る こ と が で き ず 、 そ の た め ポ リ エ
ス テ ル に 第 ３ 成 分 を 共 重 合 し て 糸 条 の 強 度 を 低 下 さ せ る 等 の 方 法 が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 こ れ ら の 方 法 は 、 石 油 資 源 を 原 料 と す る 合 成 繊 維 を 使 用 し て い る た め 、 廃 棄 処 理
に お い て 、 埋 め 立 て 処 分 時 に 環 境 ホ ル モ ン が 流 出 し た り 、 焼 却 処 理 時 に ダ イ オ キ シ ン が 発
生 す る な ど 、 地 球 環 境 に 大 き な 負 荷 を 与 え る 一 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ２ － ３ ９ ５ ４ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 昭 ６ ２ － １ ４ １ １ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 昭 ６ ０ － ７ １ ７ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 し 、 基 布 が カ ー ル や 斜 向 を 起 こ す こ と が な く 、 表 面 が フ ラ ッ
ト で 厚 み 斑 が な く 、 手 切 れ 性 が 良 好 で あ り 、 か つ 廃 棄 処 理 時 に 地 球 環 境 に 負 荷 を 与 え る こ
と の な い 粘 着 テ ー プ 用 基 布 を 提 供 す る こ と を 技 術 的 な 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 次 の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
（ １ ） 強 度 が ２ ． ３ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 で 、 糸 条 の 長 手 方 向 に ５ ｍ ｍ 以 下 の 強 撚 部 を ２ ５
～ １ ０ ０ 個 ／ ｍ 有 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ を 経 糸 に 、 強 度 が ３ ． ０
ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で 強 撚 部 を 有 し な い 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ｂ を 緯 糸
に 用 い て な り 、 経 糸 密 度 及 び 緯 糸 密 度 が そ れ ぞ れ ３ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と を
特 徴 と す る 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
（ ２ ） 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ が 、 強 撚 部 以 外 の 部 分 は 一 部 の フ ィ ラ メ
ン ト が ア ー チ 状 に 捲 回 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 記 載 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
（ ３ ） 捲 縮 糸 Ａ 、 Ｂ を 構 成 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル が ポ リ 乳 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 上
記 （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 は 、 経 糸 が 強 撚 部 を 有 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲
縮 糸 Ａ 、 緯 糸 が 強 撚 部 を 有 し な い 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ｂ で 構 成 さ れ て
い る 。 本 発 明 に お け る 捲 縮 糸 Ａ 、 Ｂ を 構 成 す る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル と し て は 、 例 え ば ポ リ
グ リ コ ー ル 酸 や ポ リ 乳 酸 の よ う な ポ リ （ α － ヒ ド ロ キ シ 酸 ） 、 又 は こ れ ら を 主 た る 繰 り 返
し 単 位 と す る 共 重 合 体 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ポ リ （ ε － カ プ ロ ラ ク ト ン ） 、 ポ リ （ β － プ
ロ ピ オ ラ ク ト ン ） の よ う な ポ リ （ ω － ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ノ エ ー ト ） や ポ リ － ３ － ヒ ド ロ キ
シ プ ロ ピ オ ネ ー ト 、 ポ リ － ３ － ヒ ド ロ キ シ ブ チ レ ー ト 、 ポ リ － ３ － ヒ ド ロ キ シ カ プ ロ ネ ー
ト 、 ポ リ － ３ － ヒ ド ロ キ シ ヘ プ タ ノ エ ー ト 、 ポ リ － ３ － ヒ ド ロ キ シ コ ク タ ノ エ ー ト の よ う
な ポ リ （ β － ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ノ エ ー ト ） や 、 こ れ ら の 繰 り 返 し 単 位 と ポ リ － ３ － ヒ ド ロ
キ シ バ リ レ ー ト や ポ リ － ４ － ヒ ド ロ キ シ ブ チ レ ー ト の 繰 り 返 し 単 位 と の 共 重 合 体 な ど が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 グ リ コ ー ル と ジ カ ル ボ ン 酸 の 縮 重 合 体 か ら な る ポ リ ア ル キ レ ン ア ル カ ノ エ ー ト の
例 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン ノ キ サ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト 、 ポ リ エ チ
レ ン ア ジ ペ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン ア ゼ レ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン オ キ サ レ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン サ
ク シ ネ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン ア ジ ペ ー ト 、 ポ リ ブ チ レ ン セ バ ケ ー ト 、 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン セ
バ ケ ー ト 、 ポ リ ネ オ ペ ン チ ル オ キ サ レ ー ト 、 又 は こ れ ら を 主 た る 繰 り 返 し 単 位 と す る ポ リ
ア ル キ レ ン ア ル カ ノ エ ー ト 共 重 合 体 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お い て は 、 生 分 解 性 や 融 点 、 実 用 性 等 の 点 か ら 、 上 記 の 重 合 体 の 中 で 特 に ポ リ 乳
酸 系 重 合 体 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 ポ リ 乳 酸 系 重 合 体 と し て は 、 ポ リ － Ｄ － 乳 酸 、
ポ リ － Ｌ － 乳 酸 、 Ｄ － 乳 酸 と Ｌ － 乳 酸 と の 共 重 合 体 、 Ｄ － 乳 酸 と ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 と
の 共 重 合 体 、 Ｌ － 乳 酸 と ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 と の 共 重 合 体 、 Ｄ － 乳 酸 と Ｌ － 乳 酸 と ヒ ド
ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 と の 共 重 合 体 の 群 か ら 選 ば れ る 重 合 体 が 挙 げ ら れ る 。 ポ リ 乳 酸 の ホ モ ポ
リ マ ー で あ る ポ リ － Ｌ － 乳 酸 や ポ リ － Ｄ － 乳 酸 の 融 点 は 約 １ ８ ０ ℃ で あ る が 、 ポ リ 乳 酸 系
重 合 体 と し て 前 記 コ ポ リ マ ー を 用 い る 場 合 に は 、 実 用 性 と 融 点 等 を 考 慮 し て ポ リ マ ー 成 分
の 共 重 合 比 を 決 定 す る こ と が 好 ま し く 、 Ｄ 体 ／ Ｌ 体 （ 共 重 合 モ ル 比 ） は 、 １ ０ ０ 未 満 ／ ０
を 超 え る ～ ９ ０ ／ １ ０ 、 １ ０ ／ ９ ０ ～ ０ を 超 え る ／ １ ０ ０ 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
乳 酸 と ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 と の 共 重 合 体 で あ る 場 合 に お け る ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 と し
て は 、 グ リ コ ー ル 酸 、 ヒ ド ロ キ シ 酪 酸 、 ヒ ド ロ キ シ 吉 草 酸 、 ヒ ド ロ キ シ ペ ン タ ン 酸 、 ヒ ド
ロ キ シ カ プ ロ ン 酸 、 ヒ ド ロ キ シ ヘ プ タ ン 酸 、 ヒ ド ロ キ シ オ ク タ ン 酸 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ
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ら の 中 で も 特 に 、 ヒ ド ロ キ シ カ プ ロ ン 酸 又 は グ リ コ ー ル 酸 を 用 い る こ と が 低 コ ス ト の 点 か
ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お い て 、 経 糸 に 用 い る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ は 、 糸 条 の 長 手
方 向 に ５ ｍ ｍ 以 下 の 強 撚 部 を ２ ５ ～ １ ０ ０ 個 ／ ｍ 有 し て い る 糸 条 で あ る 。 こ の 強 撚 部 の 存
在 に よ っ て 製 織 性 が 良 好 と な る が 、 強 撚 部 が 短 か す ぎ る と そ の 効 果 が 低 下 す る の で 、 強 撚
部 は １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 が 好 ま し い 。 こ の 強 撚 部 が ５ ｍ ｍ 以 上 に な る と 糸 条 の 太 さ 斑 が テ ー プ
表 面 に 現 れ る よ う に な り 、 テ ー プ の 商 品 性 を 損 な っ て し ま う 。 強 撚 部 が ２ ５ 個 ／ ｍ 未 満 で
あ れ ば 、 遊 離 フ ィ ラ メ ン ト の 長 さ が 長 く な り 、 製 織 中 に フ ィ ラ メ ン ト 切 れ を 誘 発 し て 製 織
効 率 の 低 下 を 招 く 。 ま た 、 １ ０ ０ 個 ／ ｍ を 超 え る と 強 撚 部 が 多 く な り す ぎ て 、 ア ー チ 状 に
捲 回 し た フ ィ ラ メ ン ト の 存 在 が 少 な く な る た め 、 基 布 へ の 接 着 剤 の 浸 透 性 が 悪 く な り 、 接
着 性 低 下 の 原 因 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 経 糸 に 用 い る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ は 、 強 撚 部 と 隣 接
す る 強 撚 部 と の 間 で 一 部 の フ ィ ラ メ ン ト が ア ー チ 状 に 捲 回 し て い る こ と が 好 ま し い 。 そ の
場 合 、 一 部 の フ ィ ラ メ ン ト が 遊 離 し た 状 態 と な る た め 糸 条 の 中 へ 接 着 剤 が 浸 透 し や す く な
り 、 接 着 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 こ の 遊 離 し た フ ィ ラ メ ン ト は 、 糸 条 を 取 り 巻 く よ う に 遊 離
し て ア ー チ 状 に 捲 回 し て い る た め 、 交 絡 糸 の 持 つ 突 き 出 た ル ー プ 形 態 と 違 っ て 、 工 程 通 過
性 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 経 糸 に 用 い る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ の 強 度 は ２ ． ３
ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 、 好 ま し く は ２ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 こ
の 強 度 が ２ ． ３ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 で あ る と 、 粘 着 テ ー プ に し て 切 断 す る 際 に 経 糸 を き れ
い に 切 断 で き る が 、 強 度 が 低 す ぎ る と 、 製 織 等 に お け る 工 程 通 過 性 が 低 下 す る の で 、 強 度
の 下 限 は が １ ． ２ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 基 布 の 緯 糸 に 用 い る 糸 条 は 、 経 糸 に 用 い る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル
フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ よ り 強 度 が 高 く 、 強 撚 部 が な く 、 好 ま し く は 交 絡 を 有 す る 脂 肪 族 ポ
リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ｂ で あ り 、 強 度 は ３ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と が
好 ま し い 。 緯 糸 の 強 度 が 経 糸 の 強 度 よ り 高 い と 、 粘 着 テ ー プ を 切 断 す る 際 に 経 糸 が き れ い
に 切 れ る 効 果 が あ る 。 ま た 、 緯 糸 の 強 度 の 大 き さ と 後 述 す る 緯 糸 密 度 と に よ っ て 、 緯 糸 に
平 行 な 安 定 し た 切 り 口 が 得 ら れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
粘 着 テ ー プ の 基 布 は 、 経 糸 、 緯 糸 と も に ト ル ク 指 数 が ７ ０ 回 ／ ｍ 以 下 で あ っ て 、 熱 収 縮 率
は 低 い 方 が 好 ま し い 。 そ う す る こ と に よ り 、 経 緯 の ト ル ク に よ る 布 曲 が り や カ ー ル の 発 生
が 少 な く な り 、 寸 法 安 定 性 の 良 い も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
経 糸 と 緯 糸 の 密 度 は 共 に ３ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と が 必 要 で あ り 、 好 ま し く は
３ ５ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ か ら ７ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ の 範 囲 が よ い 。 経 糸 密 度 が ３ ０ 本 ／ ２ ．
５ ４ ｃ ｍ 未 満 で あ れ ば 、 布 帛 と し て の 経 糸 強 力 が 弱 く な っ て し ま い 、 長 さ 方 向 の 引 張 に よ
っ て 布 が 裂 け て し ま う 。 ま た 、 緯 糸 密 度 が ３ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ 未 満 で あ れ ば 、 緯 糸 と 緯
糸 と の 間 隔 が あ き す ぎ て テ ー プ の 切 り 口 に 糸 端 や 接 着 剤 が 残 り 、 切 り 口 が 汚 く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 基 布 に 用 い る 捲 縮 糸 Ａ 、 Ｂ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 経 糸
と な る 捲 縮 糸 Ａ と し て は 、 例 え ば Ｌ － 乳 酸 を 主 成 分 と す る 数 平 均 分 子 量 ７ ２ ， ０ ０ ０ の ポ
リ 乳 酸 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 融 点 １ ７ ０ ℃ ） を 仮 撚 温 度 １ ４ ５ ℃ ～ １ ６ ０ ℃ 、 仮 撚 数 を 仮
撚 加 工 後 の 繊 度 Ｄ （ ｄ ｔ ｅ ｘ ） に 対 し て １ ７ ０ ０ ０ ／ Ｄ １ ／ ２ か ら ２ ２ ０ ０ ０ ／ Ｄ １ ／ ２

（ Ｔ ／ Ｍ ） の 範 囲 で 仮 撚 加 工 を 行 う 。 仮 撚 温 度 を 融 点 近 く ま で 高 く す る こ と で 、 お よ そ 仮
撚 数 に 相 当 す る 撚 数 を 有 す る 強 撚 部 が 微 融 着 状 態 で 残 り 、 糸 条 の 強 度 を 下 げ る こ と が で き
る と 同 時 に 、 一 部 の フ ィ ラ メ ン ト が ア ー チ 状 に 捲 回 し た 糸 条 と な す こ と が で き る 。 必 要 に
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応 じ 仮 撚 加 工 後 、 仮 撚 加 工 と 同 等 の 温 度 に 設 定 し た 第 ２ ヒ ー タ で オ ー バ ー フ ィ ー ド 率 を ３
％ か ら １ ０ ％ で 熱 処 理 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 緯 糸 と な る 捲 縮 糸 Ｂ と し て は 、 例 え ば ポ リ 乳 酸 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 融 点 １ ７ ０ ℃
） を 仮 撚 温 度 ９ ０ ℃ ～ １ １ ０ ℃ の 範 囲 で 仮 撚 加 工 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。 仮 撚 数 は 所
望 す る 風 合 い に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ く 、 仮 撚 数 が 少 な い ほ ど 高 い 強 度 と 穏 や か な ク リ
ン プ 形 態 が 得 ら れ る 。 次 い で 、 必 要 に 応 じ て 第 ２ ヒ ー タ で 熱 処 理 し 、 ト ル ク 指 数 と 熱 収 縮
率 が 経 糸 と ほ ぼ 同 程 度 に な る よ う に す る 。 さ ら に 、 捲 き 取 る 以 前 の い ず れ か の 個 所 で 交 絡
個 数 が １ ０ 個 ／ ｍ 以 上 と な る よ う に 空 気 交 絡 処 理 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 本 発 明 に お け る 強 撚 部 の 個 数 は 、 糸 条 を ０ ． ０ ８ ８ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ の 張 力 下 で 黒 台
紙 上 に １ ． １ ｍ の 長 さ で 貼 り 付 け 、 ル ー ペ を 用 い て １ ｍ 間 の ０ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ の 強 撚 部 の 数
を 測 定 し 、 こ れ を 任 意 の ３ 個 所 で 測 定 し た 平 均 値 で あ る 。 ま た 、 強 度 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － １
０ ９ ０ に 基 づ き 、 見 掛 け 繊 度 を 求 め て 、 定 速 伸 張 型 の オ ー ト グ ラ フ で 破 断 強 力 を 測 定 し 、
繊 度 で 割 っ た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 作 用 】
本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 は 、 強 度 が ２ ． ３ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 で 、 糸 条 の 長 手 方 向 に ５
ｍ ｍ 以 下 の 強 撚 部 を ２ ５ ～ １ ０ ０ 個 ／ ｍ 有 し 、 好 ま し く は 強 撚 部 以 外 の 部 分 は 一 部 の フ ィ
ラ メ ン ト が ア ー チ 状 に 捲 回 し て い る 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 Ａ を 経 糸 に 用
い 、 強 度 が ３ ． ０ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で 強 撚 部 を 有 し な い 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン
ト 捲 縮 糸 Ｂ を 緯 糸 に 用 い て 、 経 糸 密 度 及 び 緯 糸 密 度 を そ れ ぞ れ ３ ０ 本 ／ ２ ． ５ ４ ｃ ｍ 以 上
に し て い る の で 、 基 布 の 引 裂 強 度 が 適 度 に 低 下 し 、 テ ー プ の 手 切 れ 性 が 良 好 で あ り 、 か つ
基 布 の カ ー ル や 斜 向 も よ り 安 定 し 、 よ り フ ラ ッ ト 性 が 向 上 し て 厚 み 斑 が な く 、 粘 着 テ ー プ
と し て 使 用 時 に 緯 糸 に 平 行 し て 安 定 し た 切 り 口 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 経 糸 と 緯 糸 に 生 分 解 性 の 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト 捲 縮 糸 を 用 い て い る の で
、 粘 着 テ ー プ と し て 使 用 し た 後 の 廃 棄 処 理 時 に 、 地 球 環 境 に 負 荷 を 与 え る こ と が な い 粘 着
テ ー プ 用 基 布 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
な お 、 実 施 例 に お け る 各 特 性 値 は 、 次 の よ う に し て 測 定 し た 。
（ １ ） ト ル ク 指 数
糸 条 に ０ ． ０ ２ ９ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ の 把 持 荷 重 を 掛 け 、 試 料 長 １ ｍ （ 往 復 ２ ｍ ） の と こ ろ で
０ ． ０ ０ ２ ９ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ の 糸 条 旋 回 荷 重 を か け 、 糸 条 の ト ル ク を 解 撚 し 、 そ の 撚 り 回
数 を 測 定 し て 、 ５ 回 測 定 の 平 均 値 で 表 す 。
（ ２ ） 熱 収 縮 率
Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － １ ０ １ ３ 　 ８ ． １ ８ ． １ Ａ 法 に 準 じ て 測 定 を 行 い 、 次 式 で 算 出 し た 。 熱 収 縮
率 （ 　 　 　 ％ ） ＝ （ Ｌ １ － Ｌ ２ ） ／ Ｌ １ × １ ０ ０
た だ し 、 Ｌ １ は 熱 水 処 理 前 の 試 料 長 （ ｍ ｍ ） 、 Ｌ ２ は 熱 水 処 理 ・ 風 乾 後 の 試 料 長 （ ｍ ｍ ）
を 表 す 。
（ ３ ） 交 絡 数
Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － １ ０ １ ３ 　 ８ ． １ ５ に 準 じ て 測 定 を 行 い 、 次 式 で 算 出 し た 。
交 絡 数 （ 個 ／ ｍ ） ＝ １ ０ ０ ０ ／ Ｌ
た だ し 、 Ｌ は フ ッ ク が 降 下 し た 距 離 （ ｍ ｍ ） を 表 す 。
（ ４ ） 生 分 解 性
試 料 を 家 庭 用 コ ン ポ ス ト に 入 れ 、 ３ 週 間 後 に 取 り 出 し 、 目 視 に よ り 次 の ２ 段 階 で 評 価 し た
。
○ ： 良 好 、 × ： 不 良
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【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 １ 、 比 較 例 １ ～ ３
Ｌ － 乳 酸 を 主 成 分 と す る 数 平 均 分 子 量 が ７ ２ ， ０ ０ ０ の ポ リ 乳 酸 （ Ｌ － 乳 酸 単 位 ： ９ ８ ．
８ ％ 、 Ｄ － 乳 酸 単 位 ： １ ． ２ ％ ） の チ ッ プ を 用 い 、 溶 融 紡 糸 法 に よ り １ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３
６ ｆ の ポ リ 乳 酸 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 い で 、 得 ら れ た ポ リ 乳 酸 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 、 三 菱 重 工 製 Ｌ Ｓ － ６ 型 仮 撚 機 に て 表 １
に 示 す 条 件 で 仮 撚 加 工 し 、 経 糸 用 と し て 実 験 Ｎ ｏ ． １ ～ ３ の 、 緯 糸 用 と し て 実 験 Ｎ ｏ ． ４
の ポ リ 乳 酸 捲 縮 糸 を 得 た 。 得 ら れ た 捲 縮 糸 を 用 い 、 表 ２ に 示 す 織 密 度 で 平 織 物 を 製 織 し て
４ 種 類 の 基 布 （ 実 施 例 １ 、 比 較 例 １ ～ ３ ） を 作 製 し 、 そ れ ぞ れ に ５ ０ ミ ク ロ ン の ポ リ 乳 酸
フ ィ ル ム を 基 布 の 表 側 に 貼 り 合 わ せ 、 フ ィ ル ム の 表 面 に ホ ッ ト メ ル ト 型 粘 着 剤 層 を 設 け て
粘 着 テ ー プ を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 １ で 得 ら れ た 粘 着 テ ー プ は 、 製 品 の 外 観 が 良 好 で 、 簡 単 に 手 で 引 き 裂 く こ と が で き
、 切 り 口 も き れ い で 直 線 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ に 対 し 、 比 較 例 １ は 経 糸 の 強 撚 部 の 個 数 が 少 な い た め 、 製 織 中 に フ ィ ラ メ ン ト 切 れ が
発 生 し て 製 織 効 率 が 低 下 し 、 さ ら に 基 布 の 表 面 に フ ィ ラ メ ン ト 玉 が 点 在 し 、 製 品 の 外 観 が
劣 る も の で あ っ た 。 ま た 、 比 較 例 ２ は 、 経 糸 に 使 用 し た 糸 条 の 強 撚 部 の 数 が 多 く 、 か つ 強
撚 部 の 長 さ が ５ ｍ ｍ 以 上 の 部 分 も 散 見 さ れ る た め 、 基 布 の 表 面 に 強 撚 部 が 点 在 し 、 製 品 の
表 面 を 汚 く し て お り 、 ま た 手 切 れ 性 も 最 初 に 抵 抗 を 感 じ る も の で あ っ た 。 さ ら に 、 比 較 例
３ は 、 織 密 度 が 小 さ い た め 基 布 の 強 力 が 弱 く 、 製 品 の テ ー プ を １ ｍ 程 度 出 す 間 に テ ー プ 用
基 布 の 一 部 が 伸 び て し ま い 、 か つ 切 り 口 も 粘 着 剤 や 糸 端 が 残 り 、 汚 い も の で あ っ た 。
な お 、 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ 、 ３ の 捲 縮 糸 Ａ に は 、 長 さ が ５ ｍ ｍ を 超 え る 強 撚 部 は 存 在 し
な か っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 の 粘 着 テ ー プ 用 基 布 は 、 上 述 し た 構 成 を 有 す る の で 、 基 布 の 製 織 効 率 が よ く 、 基 布
の カ ー ル や 斜 向 も よ り 安 定 し 、 フ ラ ッ ト 性 が 向 上 し て 厚 み 斑 が な く 、 粘 着 テ ー プ 製 造 時 の
粘 着 剤 の 浸 透 性 も 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 こ の 基 布 か ら 得 ら れ る 粘 着 テ ー プ は 手 切 れ 性 が 良 好 で 、 使 用 時 に 緯 糸 に 平 行 し て 安
定 し た 切 り 口 を 得 る こ と が で き 、 さ ら に 、 基 布 は 生 分 解 性 の 素 材 で 構 成 さ れ て い る の で 、
粘 着 テ ー プ と し て 使 用 し た 後 、 廃 棄 処 理 す る 際 に 地 球 環 境 に 負 荷 を 与 え る こ と が な い も の
で あ る 。
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